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　数ギガパスカル以上の超高圧を利用した新物質探索や物性研究が注目されてい
る．酸化物や窒化物，複合アニオン化合物など，最近のセラミックス材料開発に
も活用されている．本特集では，これに関する第一線の研究者にご寄稿いただき，
最新の研究動向や今後の展開について紹介したい．
� （特集担当委員：松永克志・赤松寛文・酒井祐規・望月泰英）
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